
　当会は、持続可能な地域農業・地域社会の実現のため、「ＳＤＧｓ

宣言」を策定し、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に向けて、

事業活動に取組んでいきます。

　また、「食」と「農」を通じた農業振興・地域貢献等に向けた

取組みを継続するほか、ＳＤＧｓを組織行動につなげ、持続可能

な社会の実現に向けて取組みを進めるとともに、気候変動に対

する取組みを実践していきます。

農業振興への取組み

◆国消国産の重要性

◆滋賀県との農業振興等に関する協定

◆地域農業センター等農業関係団体への参画

　コロナ禍での食料輸出制限をきっかけ

に、国内で消費する食料は可能なかぎり国

内で生産する「国消国産」の重要性が再認

識されています。

　「食」と「農」を基軸とするＪＡグループ

では、「食農バリューチェーン」の構築などを通じ「国消国産」

が実現できるよう、一体となって取組んでいます。

　ＪＡグループ滋賀と滋賀県は、持続可能な滋賀の「食と農」お

よび「農村社会」を将来にわたって引き継ぐため、ＳＤＧｓの視

点を踏まえ、農業振興等に関する協定を締結しています。

　県内にある７つの地域農業センターの運営に参画し、地域農

業・農村の活性化をはかるための事業支援を行っています。

6
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地域に対する資金供給等への取組み

地域密着型金融への取組み

◆地域からの資金調達の状況

◆農業者等の経営支援に関する取組み方針

◆農業関連資金等の取組み

◆地域に対する資金供給の状況

　当会の令和６年度末の貯金残高（譲渡性貯金を含む）は１兆２,708億円となっ

ており、うち１兆２,５５4億円は県内ＪＡよりお預かりしています。

　また、組合員を含めた地域の皆さまの計画的な資産作りをお手伝いさせてい

ただくため、目的に応じた各種貯金、投資信託等の金融商品の取扱いをしてい

ます。

　当会は、農業者の協同組織金融機関として、「健全な事業を営む農業者をはじ

めとする地域のお客さまに対して必要な資金を円滑に供給していくこと」を、「当

会の最も重要な役割のひとつ」として位置付け、当会の担う公共性と社会的責

任を強く認識し、その適切な業務の遂行に向け取組んでまいります。

　また、生産資材価格の高騰等の影響を受けている農業者に貸付を行う災害緊

急資金（アグリマイティー資金）について、金利負担軽減を行っています。

　ＪＡバンク滋賀では、農家組合員向けの「農業近代化資金」、「アグリマイティー

資金」や農業法人向けの「アグリビジネスローン」等の各種プロパー農業資金

を提供するとともに、日本政策金融公庫資金の取扱いを通じて、農業者の農業

経営と生活をサポートしています。

　また、ＪＡバンクでは、アグリビジネス投資育成株式会社と連携し、資本提供

の枠組みを整備（アグリシードファンド・担い手経営体応援ファンド）してい

ます。

　さらに、「農業・農業者応援プラン」を中心に農業者に対して、助成等を実施

しています。

　当会の令和６年度末の貸出金残高は１,３５9億円となりました。

　組合員をはじめ地域の皆さまからお預かりしている大切な資金は、農家組合

員をはじめ農業に関連する企業・団体、及び県内の地場産業や団体、地方公共

団体等にご利用いただいています。
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「農業・農業者応援プラン」等一覧表

取組事項 対　象 助成内容等
ＪＡバンク滋賀
農業資金利子補給

個人・法人
農業資金について、最大年１％・最長５年間
の利子補給を行います。

ＪＡバンク滋賀
農業近代化資金保証料助成

個人・法人
農業近代化資金にかかる基金協会保証料につ
いて助成します。

ＪＡ営農ローン
（農業クイック）

個人
貸出金が１年以内で金額が５0万円以内の運
転資金について、手続きを簡便化し、スピー
ディーに対応します。

ＪＡ新規就農応援資金 個人
貸出金額は１,000万円以内、借入期間は就農
経過年数に応じて設定し、新規就農者を支援
します。

農業支援ポータルサイト
「アグリウェブ」

ＪＡ
個人・法人

インターネットを通じて、農業に関わる知識
やお役立ちコラムや事例集などの情報を発信
し、コンサルタントに相談できる「農業経営
相談窓口」を提供します。

◆担い手のニーズに応えるための取組み

　地域の農業者との関係を強化し、多様な資金ニーズに応えるため、県内ＪＡの

信用部門および営農・経済部門や各連合会等と連携し、農業者への訪問活動に

取組み、事業承継、法人化、経営改善等と多岐にわたった支援を実施しています。

　こうした取組みを通じて、「系統金融機関としての金融仲介機能発揮」

と「総合事業経営を行うＪＡとの機能分担のあり方」を引き続き追求する

こととし、協同組合としての最大の役割発揮に向けて、県域における支

援機能を拡充していきます。
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◆小学生向け食農教育教材本の贈呈

　ＪＡバンク食農教育応援事業として、

次世代を担う子どもたちに、農業と食

の問題や環境問題、農業と経済のかか

わりなど、農業への理解を深めてもら

うために教材本『農業とわたしたちの

くらし』を作成し、県内の小学校５年

生を対象に贈呈しています。

文化的・社会的貢献に関する取組み

◆�『滋賀県学童野球選手権大会』および�
『ＳＦＡ�Ｕ－１１サッカー選手権大会・ＪＡバンク滋賀杯��
新人戦少年サッカー大会』への協賛

　湖国で次世代を担う子どもたちの健全な育成を願い、地域スポーツ振興を推

進する目的で学童野球や少年サッカーの大会に対して協賛を行っています。

◆特殊詐欺等未然防止に向けた取組み

　後を絶たない特殊詐欺等から、組合員等利用者への被害を未然に防止するた

め、滋賀県警察と連携しテレビＣMやＡTMのポスター掲示等を通じて特殊詐欺

等に対する注意喚起を促す啓発活動に取組んでいます。一定条件のもとＡTMや

インターネットバンキングの一部機能の利用制限を行うなどの未然防止に加え、

高額現金の払出しを小切手とする『預手プラン』を導入し、犯罪抑止に努めて

います。
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◆びわこルールキッズへの協賛

◆子どもの虐待防止啓発活動の取組み

　琵琶湖固有の自然を取戻す活動として

開催される『びわこルールキッズ』（滋賀

県主催の外来魚のノーリリースの普及目

的に開催される釣りコンテスト）に対し

て、参加者へ進呈するオリジナルグッズ

の提供を通じて協賛しています。

　子どもの虐待の現状を社会に広く知ら

せ、虐待から子どもを救うためのオレンジ

リボンキャンペーンに参画しています。毎

年１１月～ １２月にかけてＪＡグループ滋賀役

職員約4,000名がオレンジリボンピンバッ

ジを着用し、子どもの虐待防止啓発活動に

取組んでいます。

◆「子ども食堂」支援の取組み

　平成２9年度より、社会福祉法人滋賀県社会福祉協議会を通じて滋賀県内の「子

ども食堂」を支援しています。

　令和６年１１月９日（土）には、『子ども食堂フェスタ２0２4』のイベント運営

に協力し、「国消国産」のPRや来場者に食農に関わるアンケートを実施するなど、

食育の場を設けました。

　また、令和７年２月２6日（水）には、県内の子ども食堂に、ＪＡ直売所で利用

できる商品券を寄贈しました。
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◆聾話学校への園芸用品の贈呈

◆日本赤十字社の献血への積極的参加

　学生の門出へのお祝いに、滋賀県立聾

話学校の卒業式に園芸用品を贈呈してい

ます。

　令和６年８月６日（火）・７日（水）、

令和７年２月７日（金）・１8日（火）に、

ＪＡビル滋賀およびＪＡ滋賀コープサービス

ビルにおいて、滋賀県赤十字血液センター

の移動採血車の来訪により、積極的に献

血に協力をしました。

◆環境への配慮

◆事務所周辺の清掃活動

　環境保全およびエネルギーの有効活用を目的として、エコカーの導入など、

地球環境に配慮した取組みを実践しています。

　また、環境に配慮した住宅・マイカーを購入するＪＡバンクローン利用者を支

援するための助成金交付制度を実施しています。

　職員がグループを編成し、定期的に事

務所周辺の清掃活動を実施しています。
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地域金融機関としての取組み

◆ＡＴＭネットワークの充実

◆健康しがの国スポ・障スポ応援の取組み

◆制服のリユース

　ＪＡバンクのキャッシュカードをお持ちのお客さまは、全国のＪＡバンクのＡTM

によるご入金、ご出金、残高照会サービスを終日無料でご利用いただけます。

　また、ＪＦマリンバンク、三菱UＦＪ銀行の提携ＡTMによる平日、日中時間帯の

ご出金・残高照会のサービスも無料でご利用が可能です。

　ＪＡグループ滋賀は、２0２５年に開催さ

れる「わたＳHIＧＡ輝く国スポ・障スポ」

を応援しています。

　当会では、男女の性差にとらわれない働き方（ジェンダーレス）を実現する

ため、令和６年４月より男女ともオフィスでの服装自由化を導入しました。着

用しなくなった制服は、リユース（再利用）のため取扱団体へ送付し、ゴミ削

減と資源の有効活用に努めました。

◆非対面チャネルの強化

　PayPay・メルペイ・ＦamiPay・Ｊ-Ｃoin�Payのキャッシュレス決済サービス

と連携し、ＪＡバンクの口座から即時チャージ（入金）が可能となる「即時口座

振替サービス」や、ＪＡバンクと連携した収納機関のホームページから、インター

ネットを通じて口座振替の手続きが可能となる「Web口座振替受付サービス」

をご利用いただけます。その他にも、払込票等に記載のバーコードや地方税統

一QRコード（eL-QR）を読み込むことによって、スマートフォンで税金等をお

支払いいただける「PayB機能」をＪＡバンクアプリを通してご利用いただけます。

　また、ＪＡバンクアプリにて口座残高や入出金明細等をご確認いただけ、盗難

紛失のリスクがなく、紙資源などを節約でき環境にやさしい「通帳レス口座」

もご利用いただけます。

　さらに、ＪＡバンクアプリ�プラスでは、１つのアプリでＪＡネットバンク機能や

振込・振替、住所・電話番号変更などの手続がいつでもご利用いただけます。
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利用者ネットワーク化への取組み

健康経営の取組み

◆各種無料相談会の実施

◆健康経営優良法人２０２5に認定

　県内ＪＡをご利用の方を中心に、相続や年金に関する無料相談会を実施してい

ます。相続・年金相談のいずれも、専門知識を有した顧問税理士や社会保険労

務士等を派遣し、令和６年度は、県内合計２09回開催しました。

　従業員の健康は企業の重要な資産であるとの認識

のもと、ワークライフバランスやメンタルヘルスケ

アの推進など当会全体で健康づくりに取組んでいま

す。

◆「滋賀県ＪＡグラウンド・ゴルフ大会」の開催

　県内ＪＡでは、高齢者の健康づくりや交流

のお手伝いをするため、ＪＡで年金を受取指

定されている方々を対象に「年金友の会」

等を組織し、様々なイベントを実施してい

ます。

　ＪＡバンク滋賀では、その「年金友の会」

活動支援の一環として、組合員・利用者の健康増進と元気で活力のある地域社

会の実現に寄与することを目的に令和６年１１月２２日（金）長浜バイオ大学ドー

ムにおいて、「滋賀県ＪＡグラウンド・ゴルフ大会」を開催しました。

法人名

貴法人は、従業員の健康管理を経営的な
視点で考え、戦略的に実践する「健康経営」
の取組が優良であると認められました
よって、ここに「健康経営優良法人 2025
（中小規模法人部門）」として認定します
経済産業省及び厚生労働省と共に、今後一層
取組を推進されることを期待いたします

（中小規模法人部門）

２０２５年３月 10日

日本健康会議

認定証

滋賀県信用農業協同組合連合会

11941925
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